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ま
た
、
近
年
中
国
と
韓
国
の
影
響
力
が
増
大
し
て
い
る
。

対
外
開
放
を
象
徴
す
る
特
定
経
済
区
（
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
の
制

定
は
、
外
資
に
対
す
る
経
済
特
区
、
輸
出
加
工
区
、
工
業

区
、
観
光
都
市
区
、
免
税
商
業
区
、
情
報
技
術
開
発
区
、

国
境
経
済
区
や
開
発
認
可
経
済
区
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

中
国
と
国
境
を
接
す
る
ラ
オ
ス
国
内
に
国
境
経
済
区
と
し

て
「
中
国
人
特
定
経
済
区
」
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
局
地

市
場
経
済
圏
の
一
つ
で
あ
る
。
同
経
済
区
の
行
政
や
自
治

は
、
ラ
オ
ス
人
で
は
な
く
中
国
人
が
行
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
、
い
わ
ば
「
租
界
」
を
形
成
し
、
中
国
の
影
響
力
が
増

し
て
い
る
。こ
の
現
象
は
南
部
ア
フ
リ
カ
で
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
ゲ
ー
ム
関
連
施
設
の

建
設
を
積
極
的
に
支
援
し
た
の
が
中
国
で
あ
る
。
ラ
オ
ス

へ
の
最
大
経
済
援
助
国
で
あ
る
日
本
も
協
力
を
行
っ
た

が
、
中
国
の
存
在
感
が
際
立
っ
て
い
る
。
中
国
は
経
済
援

助
の
攻
勢
を
背
景
に
中
国
人
七
万
人
の
永
住
ビ
ザ
を
ラ
オ

ス
政
府
に
要
求
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ラ
オ
ス
で
は
華
僑

よ
り
越
境
（
ベ
ト
ナ
ム
人
）
が
重
要
な
役
割
を
伝
統
的
に

担
っ
て
い
る
が
、
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
と
同
様
に
同
国
で

も
「
新
華
僑
」
が
増
加
し
て
い
る
。
伝
統
的
に
影
響
力
の

強
い
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
に
加
え
て
中
国
の
存
在
感
が
増
す

と
と
も
に
、
韓
国
企
業
の
積
極
的
な
進
出
も
顕
著
に
な
っ

て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
に
近
隣
諸
国
（
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
港
）

の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
南
部
の
サ
ワ
ン
セ
ノ
経
済
特
区
の
開

発
が
決
定
さ
れ
、
造
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
経
済
特
区

の
開
発
に
は
日
本
、
中
国
、
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
へ

の
発
注
が
決
ま
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
一
部
造
成
が
完
成

し
て
お
り
、
日
系
企
業
を
含
め
十
三
社
が
投
資
を
決
定
し

て
い
る
。

ラ
オ
ス
の
経
済
開
発
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
は
、
不
発

弾
の
処
理
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
に
終
結
し
た
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
記
憶
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
忘
れ
去
ら

れ
そ
う
な
状
況
で
あ
る
が
、
同
戦
争
の
主
戦
場
は
ホ
ー

チ
ミ
ン
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
ラ
オ
ス
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
あ
っ

た
。
ラ
オ
ス
で
は
米
国
に
味
方
を
し
た
の
が
多
数
派
を
構

成
す
る
ラ
オ
族
で
は
な
く
、
少
数
派
の
モ
ン
族
で
あ
っ
た
。

三
　
木
　
敏
　
夫

パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
た
ラ
オ
ス
経
済

「
村
落
国
家
」
ラ
オ
ス
が
テ
イ
ク
オ
フ
を
開
始
し
た
。

一
九
八
六
年
ベ
ト
ナ
ム
の
ド
イ
モ
イ
（
刷
新
）
の
後
を
追
う

よ
う
に
チ
ン
タ
ナ
マ
ー
ナ
カ
イ
（
新
思
考
）
政
策
に
よ
り
、

市
場
経
済
原
則
を
導
入
し
、
経
済
の
自
由
化
政
策
に
転
換
し

た
。
同
政
策
以
来
、
二
十
年
以
上
経
過
す
る
が
、
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
韓
国
や
国
際
機
関
か
ら
の
援
助
資
金
が

流
れ
込
み
、
ラ
オ
ス
経
済
は
力
強
い
発
展
振
り
を
見
せ
て
い

る
。
ま
た
、
欧
米
諸
国
か
ら
の
旅
行
客
も
多
く
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
「L

ost C
ity

 T
ou

r
」
先
と
し
て

人
気
が
あ
り
、
数
年
前
、
米
国
人
が
訪
問
し
て
み
た
い
国

N
o.1

に
ラ
オ
ス
が
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
同
国
は
「
適

度
な
先
進
性
と
適
度
な
後
進
性
（
ア
ジ
ア
研
究
所
『
所
報
』

二
〇
〇
〇
年
七
月
参
照
）」
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
人
中
高

年
の
長
期
滞
在
先
と
し
て
人
気
が
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

筆
者
は
、
二
月
「
村
落
国
家
」
か
ら
「
近
代
国
家
」
に
移

行
過
程
に
あ
る
ラ
オ
ス
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
現

地
感
覚
を
交
え
な
が
ら
、
同
国
の
開
放
経
済
の
現
状
を
紹
介

し
よ
う
。

ラ
オ
ス
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影

響
を
受
け
た
一
九
九
八
年
に
成
長
率
は
四
％
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
そ
の
後
年
平
均
六
・
四
％
の
高
い
成
長
率
を
継
続

し
て
い
る
。
国
際
経
済
は
、
二
〇
〇
八
年
世
界
金
融
経
済

不
況
に
陥
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
九
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
七
・
六
％
を
記
録
し
た
。
こ
の
高
成
長
率

は
、
十
二
月
に
ホ
ス
ト
国
と
し
て
開
催
し
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
ゲ
ー

ム
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
関
連
施
設
の

建
設
工
事
や
二
〇
一
〇
年
遷
都
四
五
〇
周
年
記
念
関
連
の

公
共
事
業
が
大
き
く
貢
献
し
、
ま
た
、
鉱
物
資
源
や
農
産

品
の
輸
出
が
貢
献
し
た
。
ま
た
、
観
光
収
入
も
大
き
く
、

二
〇
〇
九
年
の
観
光
客
数
は
一
九
九
万
人
に
の
ぼ
り
、

二
〇
一
〇
年
に
は
二
〇
〇
万
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
筆
者

が
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
を
訪
問
し
た
折
、
欧
米
の
若
者
を
中
心

と
し
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
―
が
市
内
を
闊
歩
し
て
お
り
、
ホ

テ
ル
は
す
ぐ
に
満
杯
に
な
っ
て
い
た
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ル
ア
ン
パ
バ
ン
と

ワ
ッ
ト
プ
―
の
ほ
か
に
同
遺
産
に
ヒ
ン
ナ
ー
ム
ノ
―
山
岳

地
域
の
登
録
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

ラ
オ
ス
経
済
を
支
え
る
の
が
豊
か
な
水
資
源
に
よ
る
水

力
発
電
が
あ
る
。
タ
イ
な
ど
へ
の
電
力
輸
出
よ
り
外
貨
を

稼
い
で
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
大
型
水
力
発
電
事
業
で
あ

る
ナ
ム
ト
ウ
ン
２
ダ
ム
（
発
電
能
力1

0
7
0
M

W

）
が
完

成
す
る
と
電
力
輸
出
量
は
大
き
く
増
え
、
外
貨
獲
得
に
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ

六
カ
国
（
中
国
、
ミ
ヤ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
そ
し
て
ラ
オ
ス
）
に
ま
た
が
る
国
際
河
川
で
あ

る
メ
コ
ン
川
に
は
、
利
害
関
係
国
の
了
解
を
得
ら
れ
な
け

れ
ば
、
水
力
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
難
し
い
が
、

豊
か
な
水
資
源
は
ラ
オ
ス
の
経
済
発
展
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
る
。
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
、
景
気
が
過
熱
気
味
で
あ

る
こ
と
と
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
Ｖ
Ａ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
イ
ン

フ
レ
（
五
―
一
〇
％
）
が
進
む
こ
と
で
あ
る
。

　ラ
オ
ス
を
取
り
巻
く
国
際
政
治
環
境
は
複
雑
で
あ
る
。

イ
ン
ド
シ
ナ
六
カ
国
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
シ

ナ
共
産
党
か
ら
生
ま
れ
た
現
在
の
人
民
革
命
党
は
、
ベ
ト

ナ
ム
共
産
党
の
政
治
的
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
政
治

的
に
人
民
革
命
党
の
一
党
独
裁
体
制
で
あ
り
、
未
だ
に
陳

腐
化
し
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
掲
げ
て
い
る
の

は
滑
稽
に
見
え
る
。経
済
的
に
は
タ
イ
と
の
関
係
が
強
く
、

 

∧
六
％
以
上
の
高
成
長
を
続
け
る
∨

 

∧
複
雑
な
国
際
政
治
環
境
∨

 

∧
密
接
な
タ
イ
と
の
経
済
関
係
∨
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米
軍
の
空
爆
に
よ
り
人
口
六
〇
〇
万
人
の
十
倍
あ
る
い

は
八
〇
〇
万
か
ら
九
〇
〇
万
に
相
当
す
る
不
発
弾
が
、
未

処
理
の
ま
ま
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
経
済
開
発
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
手
間
と
コ
ス
ト
負

担
は
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。

政
治
的
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
影
響
下
に
あ
り
な
が
ら
、

経
済
的
に
は
タ
イ
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。
タ

イ
向
け
輸
出
シ
ェ
ア
は
、
ベ
ト
ナ
ム
向
け
が
一
一
・
三
％

（
二
〇
〇
八
年
度
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
ラ
オ
ス
全
輸

出
の
二
九
・
三
％
、
輸
入
で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
シ
ェ
ア
は

七
・
九
％
（
同
）
に
対
し
て
タ
イ
の
そ
れ
は
ダ
ン
ト
ツ
の

七
二
・
一
％
（
同
）
を
占
め
、
タ
イ
経
済
と
の
密
接
な
関

係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
メ
コ
ン
川
に
か
か
る
タ
イ
と
ラ
オ

ス
を
結
ぶ
友
好
橋
で
は
、
タ
イ
に
出
か
け
る
ラ
オ
ス
人
の

行
列
が
で
き
、
入
出
国
カ
ー
ド
の
代
書
屋
が
活
動
し
て
い

る
。
ラ
オ
ス
か
ら
バ
ン
コ
ク
へ
の
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
ラ

オ
ス
人
は
二
〇
万
人
に
の
ぼ
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
タ

イ
は
ラ
オ
ス
経
済
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ

て
い
る
。

貿
易
面
で
は
タ
イ
と
の
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る

が
、
直
接
投
資
の
分
野
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が
投
資
国
で
第
一

位
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
中
国
、タ
イ
と
続
い
て
お
り
、

投
資
分
野
で
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
と
タ
イ
が
三
つ
巴
の
競
争

を
演
じ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
資
本
に
よ

る
総
合
観
光
施
設
投
資
十
億
ド
ル
が
認
可
さ
れ
、
そ
の
存

在
感
を
強
く
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
韓
国
企
業
の
投

資
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
企
業
の
活
動
状
況
を
み
る
と
、
二
〇
〇
九
年
末
に

日
系
企
業
二
十
七
社
で
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
日
本
人
商
工
会
議

所
が
発
足
し
た
。
未
加
盟
の
日
系
企
業
を
含
め
る
と
ラ
オ

ス
国
内
で
活
動
し
て
い
る
日
系
企
業
数
は
、
約
五
十
社
に

な
る
。
業
種
別
に
は
縫
製
・
繊
維
業
が
多
数
を
占
め
、
テ

イ
ク
オ
フ
を
開
始
し
た
ラ
オ
ス
へ
の
日
系
企
業
の
関
心
も

高
ま
っ
て
い
る
。
特
に
資
源
関
係
に
お
け
る
進
出
は
顕
著

で
あ
り
、
双
日
と
日
鉄
鉱
業
が
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
県
で
銅
探

査
権
を
取
得
す
る
一
方
、
三
井
物
産
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
リ
オ
・
テ
ン
ト
社
の
合
弁
に
よ
る
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
鉱
脈

の
探
査
が
進
め
ら
れ
、
ラ
オ
ス
は
世
界
で
も
有
数
の
ボ
ー

キ
サ
イ
ト
産
出
国
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

最
大
の
経
済
援
助
国
で
あ
る
日
本
企
業
の
ラ
オ
ス
進
出

は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
タ
イ
そ
し
て
韓
国
企
業
と
比
較

し
て
出
送
れ
て
い
る
感
は
否
定
で
き
な
い
。
先
発
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
と
中
国
に
多
数
進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
に

と
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
生
産
設
備
は
過
剰
気
味
に
あ

り
、
低
賃
金
を
目
的
と
し
て
生
産
設
備
を
ラ
オ
ス
に
移
転

し
、
進
出
す
る
に
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
止
む
を
得
な
い

と
い
え
よ
う
。

ラ
オ
ス
は
人
口
の
四
一
・
三
％
が
十
五
歳
か
ら
三
十
九

歳
で
占
め
ら
れ
人
口
ボ
ー
ナ
ス
期
に
あ
る
が
、
低
賃
金
を

目
的
と
し
て
進
出
し
て
も
す
ぐ
に
労
働
力
不
足
と
賃
金
上

昇
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
外
国
人
労
働
者

二
〇
〇
万
人（
全
労
働
力
の
約
二
〇
％
）を
抱
え
る
マ
レ
ー

シ
ア
の
よ
う
に
工
業
化
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
マ
レ
ー
シ
ア

的
工
業
化
の
可
能
性
は
低
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
豊
か
な

農
業
国
で
あ
り
鉱
物
資
源
や
観
光
産
業
を
除
き
、
有
望
な

投
資
業
種
が
見
当
た
ら
な
い
の
が
現
状
と
い
え
よ
う
。

有
望
な
投
資
先
が
み
ら
れ
な
い
ラ
オ
ス
の
国
作
り
の
方

向
と
し
て
、
先
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
後
を
追
い
製
造
業

を
育
成
す
る
に
は
人
口
が
少
な
く
国
内
市
場
が
狭
小
で
あ

る
こ
と
か
ら
、豊
か
な
資
源
に
支
え
ら
れ
た
「
ブ
ル
ネ
イ
」

的
国
家
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
を
可
能

と
す
る
の
が
豊
富
な
水
資
源
を
利
用
し
た
水
力
発
電
の
輸

出
と
鉱
物
資
源
（
金
、
銅
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
な
ど
）
で
あ

る
。
人
口
六
〇
〇
万
人
を
養
う
に
は
十
分
な
資
源
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

工
業
化
著
し
い
近
隣
諸
国
で
あ
る
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
や

中
国
な
ど
の
電
力
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

現
在
メ
コ
ン
川
の
支
流
を
利
用
し
て
水
力
発
電
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
が
、
メ
コ
ン
川
本
流
で
も
水
力
発
電
が
可
能

と
な
れ
ば
、
近
隣
諸
国
の
工
業
化
の
進
展
に
伴
い
、
電
力

輸
出
に
よ
る
収
入
が
増
加
し
、
ブ
ル
ネ
イ
的
福
祉
国
家
の

建
設
は
可
能
と
い
え
よ
う
。
資
源
と
観
光
業
を
主
要
産
業

に
据
え
る
近
代
化
を
進
め
れ
ば
、
先
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

の
よ
う
に
工
業
化
に
依
存
す
る
必
要
性
は
見
つ
か
ら
な
い
。

現
在
、
金
と
銅
鉱
山
を
運
営
す
るM

M
G

 L
X

M
L

社

とP
h
u
 B

ia
 M

in
in

g

社
が
拡
張
投
資
を
計
画
し
て
お

り
、
ま
た
　
日
系
企
業
に
よ
る
鉱
物
探
査
事
業 

が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

 

∧
ブ
ル
ネ
イ
的
国
家
建
設
を
目
指
す
？
∨

 

∧
教
育
・
医
療
な
ど
へ
の
援
助
を
∨

 

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
の
象
徴
、
凱
旋
門    

出
所:

筆
者
撮
影

今
回
ラ
オ
ス
を
訪
問
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
コ
メ
（
餅

米
、
生
産
量
三
〇
五
万
ト
ン
）
の
自
給
は
達
成
さ
れ
て
お

り
、「
豊
か
な
発
展
途
上
国
」
で
あ
り
、
か
つ
て
筆
者
が

マ
レ
ー
シ
ア
に
駐
在
し
て
感
じ
た
「
適
度
な
先
進
性
と
適

度
な
後
進
性
」
を
持
っ
て
い
る
。
ラ
オ
ス
の
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
九
〇
六
ド
ル
（
二
〇
〇
九
年
）
で
あ
り
、
発
展

途
上
国
の
中
で
も
最
貧
国
に
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し
、
豊

か
な
農
産
品
に
恵
ま
れ
、
飢
餓
も
な
く
、
生
活
は
近
代
化

さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
平
穏
で
あ
り
、「
豊
か
な
発
展

（
次
の
ペ
ー
ジ  

下
段
に
つ
づ
く
）
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アジア の窓
最
近
流
行
り
だ
し
た
言
葉
で
、
気
に
な
る
言
葉
が
あ

る
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
で
あ
る
。
日
本
の
製
造
業
の
現
状

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
止
ま
ら

な
い
響
き
が
あ
る
。

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
と
は
、『
脱
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
戦
略
』（
北
川

史
和･

海
津
政
信
著
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
〇
九
年
十
二

月
刊
）
に
よ
る
と
、「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
よ
う
に
、
日

本
市
場
が
世
界
市
場
か
ら
距
離
を
置
き
、
個
性
は
あ
る
が

独
自
の
生
態
系
を
持
っ
た
閉
鎖
的
な
島
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
る
状
況
」
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
状
況
が
続
く
と
、

日
本
企
業
は
世
界
の
潮
流
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
の
イ
グ
ア
ナ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
「
絶
滅
の
危
機
」

に
瀕
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
警
告
で
あ
る
。

こ
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
と
い
う
言
葉
は
、
野
村
総
研

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
が
〇
八
年
初
頭
か
ら

主
張
し
始
め
、
上
述
の
著
書
の
著
者
ら
が
〇
九
年
九

月
に
刊
行
し
た
『
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
日
本
の
製
造

業
』
で
一
般
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
企
業
が
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
す
る
背
景
と
し

て
は
、
ま
ず
巨
大
で
豊

か
な
国
内
市
場
の
存
在

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
日

本
企
業
は
世
界
に
打
っ

て
出
な
く
と
も
国
内
市

場
だ
け
で
十
分
や
っ
て

い
け
る
と
い
う
恵
ま
れ

た
状
況
と
、
同
業
他
社
と
の
厳
し
い
競
争
が
海
外
展

開
を
疎
外
し
た
。
さ
ら
に
独
自
の
企
業
文
化
も
海
外
展

開
を
な
じ
ま
せ
な
い
要
因
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
日

本
の
輸
出
依
存
度
が
最
近
で
こ
そ
高
く
な
っ
て
い
る

（
〇
八
年
で
十
六
・
一
％
）
が
、
長
い
間
一
ケ
タ
台
だ
っ

た
こ
と
は
、
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
は
大
き
く
遅

れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
企
業
と
対
照
的
な
存
在
が

韓
国
で
あ
ろ
う
。
国
内
市
場
が
狭
い
た
め
、
韓
国
の

製
造
業
は
早
く
か
ら
海
外
展
開
を
積
極
的
に
や
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
韓
国
を
代
表
す
る
サ
ム
ス
ン
電

子
や
Ｌ
Ｇ
電
子
の
連
結
売
上
高
に
占
め
る
海
外
比
率
は

八
十
五
％
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
で

海
外
展
開
の
高
い
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
で
す
ら
四
七
％
に
留

ま
っ
て
い
る
（
以
上
の
数
字
は
『
日
経
』
〇
九
年
十
二

月
十
六
日
に
よ
る
）。
ち
な
み
に
韓
国
の
輸
出
依
存
度

は
〇
八
年
で
四
五
・
四
％
に
達
し
て
い
る
。

世
界
金
融
危
機
以
降
、
先
進
国
経
済
の
停
滞
、
混
乱

は
明
白
で
あ
る
が
、
日
本
経
済
の
場
合
に
は
少
子･

高

齢
化
や
デ
フ
レ
で
さ
ら
な
る
落
込
み
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
日
本
企
業
と
し
て
は
生
き
残
り
の
た
め
成
長

著
し
い
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
等
に
打
っ
て
出
る
し
か
な
い
。
そ

の
意
味
で
、
今
年
十
二
％
台
の
売
上
高
に
占
め
る
海
外

比
率
を
五
年
後
に
五
〇
％
以
上
に
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ク

ロ
の
経
営
方
針
は
注
目
さ
れ
る
。

問
題
は
企
業
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
人
が

急
変
す
る
世
界
の
動
き
に
立
ち
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、「
内
向
き
志
向
」
を
克
服
し
、
積
極
的
に
世
界
に

出
て
行
く
し
か
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
社
会

に
出
る
学
生
諸
君
は
世
界
の
変
化
の
現
状･
今
後
を
鋭

意
注
視
し
、そ
れ
に
果
敢
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
野
副
伸
一
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化

途
上
国
」
と
い
う
言
葉
が
当
て
は
ま
る
。
夕
方
、
メ
コ
ン

川
に
沈
む
真
っ
赤
な
太
陽
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ラ
オ

ス
は
、
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
先
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
が
採
用
し
た
外
資
主
導
輸
出
志
向
工
業
化
に
よ
り
、
後

追
い
す
る
よ
り
、
現
在
の
持
っ
て
い
る
雰
囲
気
を
維
持
し

な
が
ら
、
生
活
の
質
を
高
め
る
近
代
化
の
道
を
歩
む
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

日
本
の
経
済
援
助
も
こ
の
分
野
に
十
分
配
慮
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
医
療
、
教
育
の
向
上
は
必
須
で
あ

る
。
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
餅
米
か
ら
主
食
の
多
様
化
を
進

め
、
成
人
病
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
医
療
の
普
及
に
よ
り
現

在
の
平
均
年
齢
六
三
・
二
歳
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
主
食
は
餅
米
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
使
っ

た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
普
及
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国

に
共
通
し
た
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
匂
い
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。
教
育
へ
の
支
援
は
重
要
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
植

民
地
時
代
、
教
育
分
野
に
は
ほ
と
ん
ど
フ
ラ
ン
ス
は
関
心

を
示
さ
ず
、
一
般
教
育
と
と
も
に
高
等
教
育
に
は
手
が
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ラ
オ
ス
が
「
豊
か
な
発
展
途
上
国
」

と
し
て
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
教
育
水
準
の

引
き
上
げ
が
、
急
が
れ
て
い
る
。

「
恒
産
な
け
れ
ば
恒
心
な
し
」
で
あ
る
が
、
物
質
的
豊

か
さ
が
必
ず
し
も
人
間
の
幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な

い
。
競
争
に
明
け
暮
れ
、
虚
勢
を
張
り
、
空
威
張
り
を
し

て
き
た
日
本
人
団
塊
の
世
代
に
と
っ
て
、
ラ
オ
ス
は
何
か

癒
さ
れ
る
暖
か
さ
を
持
っ
て
い
る
。
中
国
の
目
覚
ま
し
い

経
済
発
展
に
目
が
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
工
業
化
に
よ

る
近
代
化
だ
け
が
豊
か
な
生
活
と
質
の
高
い
人
生
を
保
障

す
る
も
の
で
は
な
い
。
心
を
癒
し
て
く
れ
る
ラ
オ
ス
に
日

本
人
中
高
年
者
の
長
期
滞
在
者
が
、
今
後
増
え
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
豊
か
な
日
本
で
育
っ
た
若
い
人
に

と
っ
て
も
、
後
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
で
あ
る
ラ
オ
ス
か
ら
東

ア
ジ
ア
を
考
え
る
と
、
異
な
っ
た
東
ア
ジ
ア
像
が
見
え
、

知
的
な
興
味
を
湧
き
立
た
せ
、
ア
ジ
ア
へ
の
理
解
が
深
ま

る
の
は
間
違
い
な
く
訪
問
し
て
ほ
し
い
国
の
一
つ
で
あ
る
。

 

（
み
き
と
し
お
　
札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
（
前

ア
ジ
ア
研
究
所 

客
員
研
究
員
））　
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